
（１）平成１８年１２月１０日
自 由　が　丘　新 聞 第２３５号

　１月１副月}午前零時を期して

大太鼓が境内に響き､厳かな気分

で初詣･‥，

　年々参詣人の数が増しています。

干支の猪入り升の準備も振組の皆

さんのご協力で準備万端整いました。

　皆さんと新年を祝い境内で頂くお神酒や甘酒

の美味しさは格別です！ 哺
きっと素晴らしい新年を迎えることが出来るでしょう！

今年は自由が丘駅77周年を記念して新しく出来たトレインチの広場で､好天のもと､自由が

丘ゴスペルクワイアの清々しい歌声か響きわたりました。

　午後3時過ぎから2部として玉川小羊幼稚涵児の皆さんに

よる恒例のクリスマスキャロルで心洗われ、４時から更↓こ

50名になった自由が丘ゴスペルクワイアの犬合礼団員は

J一ドヴォーカル松谷氏率いる素人の方々だそうだ,初めて

の自由が丘駅前でのご披露を思い出すと、
　　　　　　　ｒ四－7－-ゝli￥－’-j四加1i-･w四／-･　　　　　　・
素晴らしい進歩!午後5時に青木区長さんのｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝで駅前のツリ刊こ

灯かともされ一層盛り上がった，１部･2部とも司会はクリスマスイベント実

行委員長石井登氏「司会者は自由か丘の名付け親の一人ともえる世界

1

的な舞踊家（放）石井漠先生のお孫さんで石井漠舞踊研究所所長をしておられ一

　　　　行委員長･石井登氏｡｢司会者は自由か丘の名付け親の一人とも言える世界闘

　'　　　　　　　　　　的な舞踊家(放)石井漠先生のお孫さんで石井漠舞踊研究所所長をしておられ・

㎜七半京子子犬テフ

東京ｵﾍﾟﾗｼﾃｨｺﾝｻｰﾄﾎｰﾙ12月19日(火)19:00開演　　　
▼自邸丘は何処へ行ってもｲﾍﾞﾝﾄが鶏でお楽しみいただけます，

ﾊﾞヽりﾊ　　･ｼｬ・ﾝﾇ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央会　　　広小路会　　　ひかり街

スクリャービン：左手の為の２つの小品、他

SH,000A￥000BH,000 C￥2､500学生席￥1,500

お問合せ：ジャパン・アーツぴあ０３－５２３７－７７ｎ

緑ｹ丘小で学はれた舘野泉先生は東京芸大を智略で卒業，

０６４年からヘルシンキで活動､９０年までフィンランド国立音大教授

を動めた方､北欧､西欧を初め世界各国で演奏､高い評価をうける，Ｈ年

以降フィンランド政府終身芸術家給与を受けている｡02年フィンランドの

演奏会場で胴溢血に倒れ､２年後､左手だけの楽曲によるリサイタルで奇跡

の復帰を遂げ､同じ病に倒れた人々他､多くの人々に感銘と希望を与えてい

る，次号に録が丘のご実家でのインタビュー記事掲載予定。

12月1日から 由が丘駅周辺は路上嘆息

鶴街ほぼ全域と緑が丘グリーンロづが

禁止g成になりました。路上喫煙とは歩行

喫煙の他拐帯灰皿を使って立ち止まってのｙ

零煌け止,|指定蜜煙場所★以外ではＸ　、、

匝亘亘回二回コ

止区成

一

　　　　12月a日陰)～

ﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾊﾞｽﾎﾞｰﾄなどが当る

抽選会(1,000円以上後利用の方}

※賞品が賛わりしだい終了させて

　　　　　いただきます

自由が丘1丁目睦会

　チャリテイもちつき大会

　　　　12月23日(紀

もち米剖キロを便っておもちを

拗き､3種禁のおもちを狛0円以

　上のﾁｬﾘﾃｨでﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ

　　南口商店街

㎞uﾂﾄ&ｳｲﾝFｳyｨｽﾌﾟ回]ﾝiｽﾄ　南ﾛﾏﾘｸﾚｰﾙ通り
一望証憑溜門三

。。,,,1雪眉ﾚ呂ﾐ晨iJと?回雲;IJで

　自由が丘デパート

　クリスマスキャンベーン

　　12月１日(金)～E2日(火)

3,000円お賃い上げごとに抽選券

　　　豪鮪賞品が当たる目

かわいいサンタのおくりもの

　　　　i2月10日(日)

　駅前中央会

　ポンノエルコンサート

　　　12月23日〔詔

　　　Ｊフロントビル的

　　IS]S4 L6朽～

サンタからのプレゼント

　　　13弱～16.30

　　　歳末感謝セール

(ひかり街･サンリキ合同)

　　＝四＝r-S＝－j¶　12月|日(金l～12臼(火)

賞品総額?00万円はずれなし

　ｘｍａｓワゴンセール

　i?月23日(土)～2S限月)

　　銀座会

　　イルミネーション＆

ミニスバークリングワイン

　　　　12月10日旧)～

臨力店植にて、ﾐﾆｽﾊﾞｰｸﾘﾝ

　　　ｸﾞﾜｲﾝのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ

　ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄはなくなり次i終了

サンフェスタ旭会

クリスマスソングとプレゼント

　　　　12月23日(祝)

　　　　ﾛｰｿﾝ前にて

　15･30～クリスマスライブ

　1630～クリスマスライブ
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東ll目黒区白向が丘け29･16

自由が丘商店街振興組合

�（３７１７）４５ｎ

発行責任者停井泰男

自由が丘料飲組合

HAPPYXﾏｽｷｬﾝﾍﾞｰﾝ参Ｕ

で食べて|ｽｸﾗｯﾃｶｰpで

　　　豪華賞品をｹﾞｯﾄI!

　12月11日〔月)～2S日(月)

　　Ａ貧･グァムペア旅行

　Ｂ貫･その場で⑤サービス

　しらかば通り会

　1?月10日(印I?呻~3時

ﾏｸﾄﾞﾅﾙ゛前でプレゼントＩ

　　美観街

笑殴街ｴﾝｼﾞ幻ﾚとｸﾘｽﾏｽ

　　　(ｲﾙﾐﾈｰｙｮ匈

産前大の産能祭でも自由が丘大いに語らる
白由が丘産能大の産能祭２回目・１１珂１２日（日）１０時から１号館で経営学部〔斉藤進

　成来待特訓程表　　　　　　　　　　　　　　　教授}3年生による｢自由か丘街づくりの提案｣と婬したﾌﾟﾚｾﾞﾝが行われた。

　゜　　　　　　　　車で危ない街自由か丘を｢人に優しい街｣にするためのﾊｰﾄﾞ面の改善が難しいなら､車四回己穏号ｾ良三三白ﾂﾞ汚亘亘

]2月26日デｉ-ﾄ･ｻﾝﾘｷ12月2?日旭会･銀座12月28日美観･ひかり　　区には監視員､ﾎﾟﾗﾝﾃｲｱ撤去作業員を常駐させる等の提案があった｡次に､斉藤教授の｢住

　　-一一一一　　　防災訓練風景

地域4団体の連携のもと11月12日(日)

朝9時半より緑ｹ丘小校庭にて､伍例の防

災訓練が消防署･消防団･赤十字奉仕団･目

黒区の協力で今年も開催された,訓練も何

時もながらの種目だか､年に一度は実際に

訓練しておかないと､目の前で大事な入が

若し倒れた場合でも、救急車が来る前に手　を陪認･

遅れとなり一生悔やむに違いない，

みたい街ベスト３に必ず入る自由が丘の魅力は何処から来るのか９｣との質問に答える形で平

井泰男理事長が自由が丘について語った。

　｢まず自由が丘というネーミング，次に、戦前から知識人(教授、文化人、大会社の重役ク

ラス以上や海軍将官等)の住む良好な住宅街が陛えていること.それに応えて商店街も振興組

一

二回7‾¬

合以前の連合会時代から、アイディアと実行力・行動力かあり、一番古いエリアの銀座会では、戦前から街の繁栄の如こ豊川稲

荷をお祀りし縁日を開き、連合会では昭和３１年にオフィシャルガイドブックの前身の職業別電話帳を発行するなど、絶えず時

代と共に新しい考え方で発展。３４年前に女神まつりをスタートさせた，現在の事業としては伯由が丘方式の夜間ゴミ収集》

《カード事業いこは１２００軒の振組加盟店の半数近くが参加して順調に実績を上げている｣

　その後､大学側が自由か丘商店街の制作した自由が丘のビデオをスクリーンに大映写,自由が丘の眼と耳による紹介ビデオはこ

うした所で大いに役立っていた。

今回の若い学生さん遠のご指摘も大切に恥こおいて、一ｌ人々の憧れの街づくりに役立てたいものである。
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グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
や
ま
の
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
第
２
部
）
意
見
交
換
会
眼
事
録
９
月
３
日
午
後
５
時
半
か
ら
野
村
鐙
券
犬
六
大
Ｏ
」

「
自
由
が
丘
の
理
想
の
歩
行
環
境
を
目
指
し
て
」
　
　
パ
特
√
吸
口
鴫
パ
忖
戸
平
井
泰
男
理
事
一

　
堀
井
一
フ
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
●
）

第
１
部
で
は
藤
ザ
釣
沢
肩
先
生
か
ら

素
晴
ら
し
い
ｓ
演
を
煩
い
尽
デ
ー
タ
等

を
裏
付
け
と
し
て
、
現
状
か
ら
少
し
変
え

た
力
が
い
い
も
の
が
あ
る
他
、
肪
史
や
文

化
等
、
変
え
る
ぺ
き
マ
は
な
く
、
ず
っ
と

守
る
べ
き
も
の
等
、
双
方
の
意
見
が
あ
る

と
思
う
。
ま
ず
切
っ
掛
け
と
し
て
平
井
理

事
長
か
ら
白
由
か
丘
を
こ
う
し
て
ゆ
き

た
い
と
§
う
夢
を
語
っ
て
い
た
だ
き
意

見
交
換
を
進
め
た
い
」

　
平
井
「
さ
き
ほ
ど
『
街
の
宝
』
と
昌
う

話
が
あ
ワ
た
が
、
白
出
が
丘
の
晟
大
の
宝

は
『
名
前
』
。
次
に
『
街
或
』
が
あ
げ
ら
れ

る
。
ま
ち
Ｊ
発
展
に
伴
い
、
市
や
自
転
ポ

が
消
え
て
イ
メ
ー
ジ
と
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ

る
垢
．
ｎ
も
多
い
。
酸
大
の
誄
Ｕ
は
歩
行
者

の
安
全
対
策
。
今
、
グ
ラ
ン
ド
ヮ
Ｆ
ク
マ

自
由
が
ｎ
を
テ
ー
マ
と
し
て
オ
ー
プ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
歩

行
者
入
国
の
活
用
を
ま
ち
の
活
性
化
に
繋

げ
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
り
う
る
。
ご

存
知
の
通
り
『
白
山
が
匠
に
は
約
１
２
０

０
尼
削
が
商
店
街
を
形
成
し
、
毎
年
Ｉ
Ｏ

Ｏ
店
舗
以
ヒ
が
入
九
替
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

時
代
に
応
じ
て
絶
え
ず
侃
新
の
流
行
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
取
り
入
れ
て
成
汲
し
て
き
た
。

六
本
木
、
恵
比
寿
、
等
に
見
ら
れ
る
大
規

根
な
再
開
児
で
は
な
く
ご
｝
れ
ま
で
凱
の

通
っ
た
ま
ち
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
今
後

共
「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
召
を
目

指
し
て
成
長
し
て
い
け
ば
と
思
・
Ｒ
歩
ｂ

者
天
国
は
１
９
７
３
年
か
ら
ロ
咄
・
祝
日

の
ａ
時
～
ａ
時
に
火
施
し
て
い
る
が
、
少

将
老
の
安
全
対
策
は
最
も
吼
裴
で
あ
る
．

皆
様
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
か
ら
、
土
曜

を
加
え
て
口
時
～
ａ
時
に
広
げ
る
こ
と
も

振
Ｒ
組
合
と
し
て
考
え
て
い
る
。
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
課
題
は
数
多
く
あ
る
。
例

を
挙
げ
れ
ば
、
路
ト
荷
Ｍ
き
、
放
置
自
転

淑
、
駅
の
パ
リ
ア
フ
リ
ｊ
化
、
防
犯
対
策
、

大
月
岡
線
の
地
ト
化
等
々
。
浬
し
い
即
ａ

も
多
い
、
夢
は
持
ち
続
け
、
実
現
に
耽
ん
マ
や
は
り
し
っ
か
り
と
駐
輪
場
が
整
悩
さ
れ

行
き
た
い
」
　
　
　
　
て
い
る
。
大
都
眼
て
は
、
ビ
ル
．
捕
ま
る

　
陳
弁
「
歩
行
者
５
０
０
火
ア
ン
ケ
ー
ト
ご
と
駐
仙
場
と
い
う
所
も
あ
る
。
「
公
共

で
も
ぶ
行
者
天
川
の
時
間
帯
の
カ
が
『
「
歩
の
ｃ
識
」
か
弛
く
公
共
の
場
所
に
勝
予
に

き
や
す
い
」
「
ま
ち
ら
雰
囲
気
が
良
い
」
「
楽
白
知
恵
を
ａ
く
の
が
倅
通
だ
と
思
っ
て
い

し
い
」
と
．
弓
実
感
の
方
か
多
か
つ
胞
き
な
い
。
日
本
で
は
『
路
上
駐
ポ
か
当
た
り

れ
い
な
ま
ち
と
い
う
の
は
『
連
続
性
を
持
っ
前
に
な
っ
て
お
り
、
ま
ず
そ
の
意
識
を
変

て
い
発
注
物
の
色
な
ど
が
代
表
的
で
あ
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
汲
近

る
。
欧
州
と
日
本
で
は
、
ぶ
観
が
か
な
り
異
で
は
、
安
い
・
自
転
ポ
が
数
多
く
売
ら
れ
て

な
る
。
ま
た
、
欧
州
で
は
路
Ｈ
駐
ポ
が
非
涼
お
り
買
い
換
え
る
頻
度
も
高
い
。
も
の
を

に
少
な
い
。
あ
る
に
し
て
も
核
頓
さ
れ
て
い
大
切
に
す
る
心
を
育
成
す
る
こ
と
も
必
迩

る
。
欧
州
の
人
々
の
笑
意
・
識
を
前
提
と
す
る
で
あ
る
。
月
想
の
歩
行
環
境
を
実
現
す
る

と
日
本
の
放
置
自
転
ポ
の
μ
体
的
な
イ
メ
ー
た
め
に
は
、
明
日
で
き
る
こ
と
と
、
明
後

ジ
が
湧
か
な
い
よ
う
で
あ
鳶
美
意
識
の
共
日
出
来
る
こ
と
と
、
ど
ん
ど
ん
積
み
匝

感
が
大
脳
万
は
な
い
か
。
　
　
ね
、
ロ
那
俄
加
刈
後
の
理
想
に
近
づ
け
て

　
●
家
の
壁
や
士
の
色
、
城
壁
等
　
い
け
れ
ば
よ
い
。
歩
行
者
天
凶
の
時
間
帯

に
し
て
も
欧
州
は
統
一
性
か
あ
り
辿
続
個
を
少
し
延
ば
し
て
み
る
等
、
様
々
な
実
装

に
城
が
っ
て
い
る
。
そ
の
上
地
の
も
の
を
と
検
証
を
通
じ
て
、
自
動
ポ
、
公
共
交

人
切
に
す
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
歴
史
を
通
、
歩
行
者
の
理
想
の
バ
ラ
ン
ス
を
Ｕ
慾

火
ぷ
に
す
る
こ
と
に
な
る
ご
同
由
が
丘
も
け
て
い
く
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
吸
か
ら

回
様
、
歩
行
者
天
川
を
実
石
し
万
い
る
振
は
、
ポ
の
ド
渉
が
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ

座
で
は
、
現
状
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
よ
う
て
あ
る
。
一
斑
に
全
て
が

さ
れ
て
い
る
の
か
。
　
　
　
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
珊
思
を
イ

竹
沢
狼
座
は
「
銀
ブ
ラ
」
と
い
う
心
葉
メ
Ｌ
じ
て
地
道
な
活
動
が
必
郷
で
あ

か
明
和
初
期
か
ら
あ
り
、
そ
れ
以
前
か
ら
る
。
い
い
ま
ち
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味

『
歩
く
」
と
い
う
｝
」
と
を
特
に
人
が
に
し
て
「
健
吏
な
ま
ち
」
と
も
回
え
節
度
が
あ
る
。

い
飛
歩
行
郷
．
天
国
は
昭
和
4
3
年
か
ら
始
短
期
的
な
視
八
万
は
い
け
な
い
。

ま
り
、
人
通
り
で
そ
の
頃
か
ら
実
施
し
て
●
現
実
か
ら
着
実
に
ぷ
ぶ
進
め
て
い

い
る
の
は
、
銀
座
だ
け
万
あ
る
。
警
・
察
は
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
欧
州
の
国
々
で

μ
故
の
心
．
配
が
あ
る
た
め
、
乗
り
似
で
は
は
、
白
勁
ホ
の
乗
り
入
れ
禁
止
等
の
規
制

な
い
よ
う
だ
が
、
ま
ち
の
人
達
が
頑
張
っ
が
思
い
切
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本

て
い
る
。
実
施
に
つ
い
て
は
『
様
々
な
ー
で
は
な
か
な
か
実
施
出
来
な
い
よ
う
で
あ

尖
が
さ
れ
て
お
り
、
大
道
芸
人
は
そ
の
．
る
。

つ
で
あ
発
欧
州
で
は
路
た
駐
輪
が
少
な
　
竹
沢
公
共
と
Ｊ
う
考
え
方
を
も
っ
て

い
と
昌
う
話
か
あ
つ
た
か
、
自
由
が
丘
は
い
て
も
、
や
は
り
駐
輪
場
が
な
い
と
な
か

本
当
に
多
い
。
駐
輪
場
が
し
っ
か
り
と
唄
な
か
放
置
自
転
巾
は
減
ら
な
い
。
自
由
か

備
さ
れ
て
い
る
等
の
差
異
は
あ
る
と
思
う
丘
は
今
度
新
し
い
駐
輪
唱
を
設
け
る
そ
う

が
、
そ
の
他
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
だ
か
状
況
は
改
笛
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

の
か
。
　
　
　
　
　
平
弁
新
し
く
剛
柏
場
が
マ
き
る
｛
毘

●
邪
思
の
歩
紆
環
境
に
つ
い
て
も
併
七
て
田
裕
区
及
び
目
ぶ
区
）
が
ｎ
ぷ
区
の
も
の

伺
い
た
兄
　
　
　
　
　
は
地
ド
式
で
あ
り
、
駐
屯
で
き
る
・
回
転
巾

　
藤
井
オ
ラ
ン
ダ
を
例
に
堆
げ
る
と
、
の
サ
イ
ズ
が
附
告
れ
て
い
飛
放
置
白

転
車
刈
頂
に
は
勿
論
な
る
か
、
平
限
き
の

駐
軸
坂
の
整
備
も
是
非
お
印
い
し
た
い
。

　
自
由
が
丘
の
附
は
非
常
に
コ
ン
バ
ク
ト

で
あ
り
、
３
Ｑ
Ｏ
回
方
に
主
混
商
店
街

が
ｊ
Ｓ
集
し
て
い
る
示
し
外
側
の
５
０
０

ｍ
圏
内
に
は
６
０
０
台
近
い
駐
車
場
ジ

０
０
ｍ
圏
内
に
は
７
０
０
台
近
い
駝
中
編

が
暫
疋
的
な
利
用
も
含
め
誼
備
さ
れ
て
い

る
。
恒
久
的
に
き
ち
っ
と
整
備
で
き
る
よ

』
尽
今
後
進
め
て
い
き
た
い
。

●
ま
ち
づ
く
り
と
ば
う
観
点
か
ら
Ｗ
門
的

な
意
・
見
を
い
た
だ
き
た
い
．

竹
内
自
由
が
丘
・
己
い
と
こ
ろ
を
大
ぶ

に
し
て
欲
し
い
。
自
由
が
丘
「
ら
し
さ
」
は

以
囚
や
ま
ち
な
み
か
代
表
例
で
あ
り
、
新

旧
の
店
Ｍ
が
共
存
し
、
時
代
を
先
取
り
し

つ
つ
脛
史
や
文
化
を
守
り
つ
づ
け
て
い
く

下
地
か
あ
る
じ
か
し
、
胚
吏
や
文
化
、
伝

統
等
は
な
か
な
か
円
に
只
え
な
い
も
の
で

あ
り
、
賎
し
い
而
も
あ
る
こ
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
」
は
同
時
に
「
歩
い
て
楽
し
い
ま

ち
」
で
も
あ
る
。
「
や
さ
し
い
」
乞
楽
し

い
」
の
実
根
は
、
そ
の
Ｍ
側
に
「
我
慢
」
が

あ
る
の
か
な
と
思
う
。
地
域
の
人
々
が
地

活
誇
り
を
持
ち
『
池
喊
に
貢
献
し
よ
う

と
す
る
公
共
心
を
持
つ
こ
と
や
『
外
来
皆

が
恂
れ
を
折
ち
、
ま
た
行
っ
で
見
た
い
と

い
う
願
望
を
時
？
」
と
な
ど
の
実
現
に

は
『
地
城
の
中
で
あ
る
程
度
の
我
慢
は
受

け
入
れ
な
け
わ
ば
な
ら
な
い
と
名
え
る
。

平
井
地
区
計
幽
を
４
人
し
た
マ
リ
ク

レ
ー
ル
通
り
で
は
、
業
頂
規
制
を
朽
い
、

オ
ー
ナ
ー
達
が
秋
壇
を
受
け
入
れ
て
発
族

に
つ
な
が
っ
た
。
自
由
が
丘
は
時
代
に
応

じ
て
、
次
か
ら
次
へ
と
新
た
な
商
店
街
の

兄
朕
が
見
ら
れ
る
。
昭
知
加
年
代
に
咤

ブ
ー
ル
バ
ー
ル
街
が
必
全
快
適
な
街
を

目
脂
し
て
１
・
５
ｍ
店
舗
の
敷
地
を
後
退

さ
せ
、
歩
道
幅
を
広
げ
た
。
色
々
な
取
り

組
み
か
時
に
は
我
慢
を
伴
い
な
が
ら
な
さ

九
で
い
る
．
歩
行
者
天
・
国
は
、
ま
ち
の
恬
ｎ

化
に
繋
か
る
と
以
わ
れ
、
自
由
が
汽
ら
し

　
生
牡
畑
の
美
味
し
い
季
節
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。

　
一
．
枚
貝
に
伺
く
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
』
の
症
状
は
感
染
後
―
、
２
日
の

潜
伏
期
間
男
ト
痢
、
呪
吐
、
吐
き
気

を
起
こ
し
ま
す
。

　
そ
の
予
防
法
は
、
●
ａ
℃
１
分
以

上
の
加
熱
。
●
器
具
は
泊
汚
れ
な
ど

を
洗
い
落
と
し
た
後
、
○
、
０
２
％

の
次
ｎ
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
消
毒

後
、
水
洗
い
す
る
｝
」
と
で
す
。

　
『
保
健
所
へ
生
食
用
か
き
取
り
扱

い
の
届
当

　
●
加
工
老
か
ら
直
送
の
場
合
は

「
届
出
用
紙
―
『
」
自
主
横
穴
ａ
晴
ａ

自
由
が
丘
料
敢
部
食
品
衛
生
責
任
者
講
習
会

『
こ
れ
か
ら
が
食
中
毒
の
本
番
で
す
。
』

第
二
部

地
区
担
当
の
食
品
衛
生
監
視
員
伊
・
葎
由
香
氏

表
告
栄
提
出
。
山
場
等
か
ら
仕
入
ま
た
目
黒
区
内
で
起
こ
ワ
た
兪
中
収

れ
る
勘
合
は
届
出
用
紙
２
号
」
を
提
で
「
ｏ
ｌ
Ｓ
７
」
焼
肉
店
で
発
生
盲

一

出
し
ま
す
．
　
　
　
月
日
口
～
ａ
日
百
名
に
ド
崩
『
血
便

二

　
●
ふ
ぐ
の
取
扱
い
に
は
都
の
忿
腹
‐
痛
心
吐
な
ど
の
び
が
出
ｙ
日
一

が
必
鳶
ス
ー
パ
ー
ら
に
販
売
中
の
間
の
営
業
停
止
処
分
。
原
因
は

調
理
済
み
の
ふ
ぐ
に
手
を
加
え
て
出
心
安
材
別
の
蓋
が
し
て
な
く

」
い

こ

ず
こ
と
は
部
の
認
証
が
な
い
と
出
来
も
入
庫
｝
と
ト
イ
レ
の
衛
生
設
備
不
哩

ま
せ
ん
が
『
乾
燥
し
た
も
の
な
ど
は
、
（
規
定
の
手
洗
い
設
備
が
無
か
っ
た
こ

保
健
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。
か
原
因
。
生
肉
は
特
に
リ
ス
ク
が
あ

乙

　
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
』
で
は
、
都
内
の
ま
す
の
で
江
忿
し
ま
し
よ
う
。

・
削
哨
で
８
月
3
0
日
４
５
名
の
入
院
患
者
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
（

さ
ん
が
発
懇
下
痢
嘔
吐
の
症
状
を
月
）
パ
ー
テ
ィ
料
理
ミ
カ
ン
ピ

　
こ
し
、
業
停
止
。
毒
し
た
の
マ
タ
ー
」
中
毒
の
患
者
さ
ん
が
ｓ

』

す
が
、
再
開
し
て
ま
た
○
名
発
生
。
営
し
た
。
そ
の
う
ち
、
凶
名
か
ら
ａ
が
杖

業
禁
止
と
な
り
ま
し
た
．

公
衆
衛
生
上
講
ず
べ
き
措
置
の
基
準

　
　
　
　
地
区
担
当
の
食
品
衛
生
監
視
員
工
藤
洋
子
氏

　
食
Ｍ
関
係
営
業
者
は
衛
生
的
で
安

全
な
食
陥
を
調
埋
販
売
す
る
た
め
に

都
道
府
県
が
定
め
た
刄
準
に
従
っ
て

衛
り
管
理
．
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
①
許
可
施
寥
』
と
に

　
食
品
衛
生
責
任
者
１
名

を
お
く
。

　
②
衛
生
措
吟

お
店
の
内
部
だ
け
で
な
く
、
外
部
の

周
辺
も
続
哩
に
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。

さ
の
一
つ
マ
あ
り
、
様
々
な
Ｍ
約
は
あ

る
が
、
地
域
カ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
た

め
に
何
ら
か
の
貢
献
が
出
来
る
と
思

う
。
脚
捨
の
鳴
力
を
え
な
か
ら
実
聊
し

て
ゆ
き
た
い
。

●
「
地
域
の
司
胚
史
や
文
化
な
ど

の
大
切
な
も
の
、
地
域
の
意
志
の
匝

些
性
を
深
く
感
じ
た
。
同
時
に
道
路

や
広
場
を
、
ど
の
よ
う
に
地
域
の
再

生
・
発
展
の
た
め
に
活
用
し
て
い
く

蕃
ね
ず
み
・
ゴ
キ
ブ
り
対
策

以
は
ダ
ー
一
の
発
生
源
。
ド
ブ
鼠
は

ト
イ
レ
か
ら
出
て
き
た
例
も
あ
る
。

小
さ
い
ク
マ
鼠
は
上
の
階
ま
マ
も
這

い
ｇ
る
の
で
侵
入
ロ
に
ね
Ｃ
し
ま

し
ょ
う
。
ゴ
キ
ブ
リ
は
サ
ル
モ
ネ
ラ

菌
な
ど
拐
原
菌
を
運
び
ま
す
。
冷
蔵

取
や
排
水
溝
横
に
ト
ラ
ッ
プ
を
仕
掛

け
ま
し
ょ
う
。
発
生
（
爽
涼
で
分
か

る
）
し
た
り
、
駆
除
し
た
場
合
ぶ
録
を

取
り
１
年
間
係
々
し
ま
し
・
’
う
．

の
か
か
ａ
Ｕ
マ
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は

地
域
の
時
代
、
地
力
の
時
代
で
あ
る
。

歩
行
者
四
天
Ｓ
ぷ
、
道
Ｓ
空
間
を
而
勁

活
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
ｍ
要
マ
あ

る
。
行
政
の
知
恵
を
貸
し
て
頂
き
な

が
ら
、
産
官
学
民
の
意
志
を
具
現
化

し
て
い
き
た
い
。

出
さ
れ
ま
し
た
。
ｒ
因
は
鶏
肉
で
、
や

は
り
冷
蔵
以
内
の
朱
整
ｔ
で
し
た
。
災

に
包
Ｔ
や
ま
な
板
を
肉
と
野
菜
と
別
に

す
る
よ
う
に
改
函
を
指
示
し
ま
し
た
。

　
「
カ
ン
ビ
ロ
パ
ク
タ
ー
」
は

　
あ
ら
ゆ
る
勁
物
の
潟
管
に
分
布
。
特

に
ト
リ
の
保
菌
ポ
か
高
吋
酸
素
が
３

か
ら
Ｓ
％
の
剔
所
で
良
く
発
育
し
『
酸

素
に
暴
露
さ
れ
る
と
死
滅
し
ま
す
ぶ
口

埋
が
不
十
分
な
貯
水
摂

ト
な
ど
か
ら
も
う
つ
り

－
゛
゛
゛

宍
｝
｝
｝
一

吻
倦
怠
頃
頭
痛
な
ど
の
前
駆
痛
公

の
後
、
吐
き
気
、
咄
痛
、
ド
痢
Ｔ
・
日

Ｑ
回
以
上
二
割
状
が
マ
ま
す
。

　
予
防
法
●
ま
な
板
な
ど
調
咄
器
具
は

對
苧
魚
用
心
は
和
順
ご
と
に
区
別

し
て
使
い
分
け
ｅ
器
具
機
材
の
洸
？

消
？
乾
燥
●
学
院
の
洗
浄
●
食
材
の

加
熱
●
肉
の
生
食
要
注
意
●
冷
蔵
庫
内

で
柏
可
汚
染
を
し
な
い
よ
う
に
生
肉
は

専
用
の
蓋
つ
き
容
器
に
い
れ
る
か
ラ
ツ

ー

ブ
す
る
，
　
　
　
　

｛

　
肖
柵
弓
原
検
票
を
つ
け
ま
し
ょ
う
．

裏地･芯地･ボタン
タ￥f
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自 由 が 丘 新 聞
平成ｌ ８年１２ 月１ ０日（３）

園
田
春
子
石
本
芸
術
院
会
貝
き
き
委
員
長

園
田
高
弘
祠
年
逝
心
丈
人
で
作
曲
家
）

桐
谷
繁
雄
迢
東
ｒ
大
名
り
教
授
）

①
何
と
い
ヮ
て
も
、
そ
れ
は
、
パ
リ
マ
す
。

②
外
周
旅
行
そ
の
も
の
が
印
象
深
く
、
そ
の
中
の

ご
つ
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
③
せ
せ
こ
ま
し
く
、
道
は
狭
く
あ
ま
り
魅
力
は
感
じ

ま
せ
ん
。

①
北
欧
の
衝
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
。

②
ゾ
巡
の
比
較
的
聊
い
感
じ
か
ら
フ
ィ
ン
ー
フ
ン
ド

及
び
デ
ン
マ
ー
ク
に
飛
ん
で
そ
の
明
る
い
衝
の
印
象

は
強
か
っ
た
。

　
堕
口
由
ケ
丘
。
好
き
な
揖
で
す
。
今
少
し
、
雑
然

と
し
た
も
の
が
ｓ
備
さ
れ
る
と
も
っ
・
氏
い
と
思
い

ま
す
．

　
生
沢
朗
（
挿
絵
両
家
の
大
御
所
）
有
名
ド
ラ

ィ
バ
ー
侃
沢
徹
は
二
」
扱
男
。

　
①
ウ
ィ
ー
ン
で
す
。
の
ど
か
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

古
都
で
す
．

　
②
も
は
や
ど
こ
に
も
人
種
的
差
別
な
ど
な
い
と
い
う

こ
と
。
み
ん
な
同
じ
人
問
同
士
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

・
Ｒ

　
③
向
山
ケ
已
に
限
ら
ず
、
広
場
と
・
級
が
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
れ
か
ら
、
い
い
彫
刻
を
街
に
飾
っ
て
ほ
し
い
こ

と
。

①
セ
ピ
リ
ア
、
ナ
ポ
リ
（
ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
か
ー

　
②
何
し
ろ
道
路
の
い
い
こ
と
。
人
か
真
直
ぐ
歩
い

て
い
る
こ
と
．

　
③
残
念
な
が
ら
、
何
と
申
し
ト
げ
よ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
。
｛
｝
」
れ
向
由
ケ
斤
の
責
任
に
あ
ら
ざ
る
こ
と

無
論
｝

尾
崎
宏
次
（
映
喇
・
演
劇
評
論
家
｝

忿
作
‘
島
村
抱
月
日
本
近
代
劇
の
創
始
名
た
ち

　
　
坪
内
逍
遥
日
本
近
代
劇
の
創
始
者
た
ち

　
小
沢
栄
太
郎
｛
伺
唇
こ
昌
三
－
ｚ
新
劇
畑

俳
優
の
代
表
格
の
ご
と
り
。
役
柄
は
一
二
枚
口
か
ら
忌

役
ま
で
幅
広
か
っ
た
。

①
世
界
？
廻
り
旅
行
は
別
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
し
か

知
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ボ
ン
ベ
イ
、
シ
ン
ガ
ボ
Ｅ
ル
な

ど
。

　
②
印
友
人
の
庶
民
の
生
『
カ
ス
ト
制
度
や
、
そ
の

他
も
ろ
も
ろ
の
間
題
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
哲
学
的
『

］
辺
的
落
度
を
く
ず
さ
な
い
、
彼
ら
の
生
き
方
に
対
し

て
。

　
③
何
で
も
物
が
豊
常
に
あ
っ
て
大
変
結
構
マ
す
。
た

だ
し
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
す
ぎ
て
い
ま
て

曽
野
綾
子
（
作
原
）
Ｇ
文
化
功
労
者

　
　
元
文
化
庁
長
官
三
浦
朱
門
夫
人

　
①
清
潔
な
暮
ら
し
良
さ
と
い
う
点
で
は
ベ
ル
リ

ン
。
人
間
的
親
し
み
を
抱
か
せ
る
の
は
バ
リ
。
明
る

く
文
化
退
顛
の
か
か
さ
と
い
う
点
で
は
フ
ィ
レ
ン

ツ
エ
を
あ
げ
ま
す
。

　
②
外
国
人
の
扱
い
方
が
上
手
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
こ
の
衝
へ
い
っ
て
も
す
ぐ
に
、
既
に
何
年
か
を
過

ご
し
た
様
な
親
し
み
を
こ
ち
ら
に
感
じ
さ
せ
る
と
息

い
ま
し
た
。

　
③
数
え
切
れ
な
い
店
が
並
び
、
あ
ら
ゆ
る
仙
煩
の

品
が
求
め
ら
れ
る
街
ご
」
れ
は
外
凶
に
は
な
い
。
日

本
独
特
の
、
蛮
自
由
ケ
ａ
独
特
の
良
さ
だ
と
思
い
ま

す
。

今
か
ら
半
世
紀
前
の
昭
和
旧
年
、
現
在
の
「
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
‘
の
前
身
と
も
い

え
る
自
由
ケ
丘
商
店
街
連
合
会
刊
「
自
由
ケ
丘
」

と
い
う
ｔ
話
根
が
刊
行
さ
れ
、
昭
和
Ｍ
年
㈹
月

狐
日
発
行
号
Ｐ
２
６
、
Ｐ
２
７
に
は
拶
々
た
る
有
名

人
か
ら
、
非
常
に
興
味
深
い
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト

①
今
ま
で
の
外
国
旅
行
か
ら
、
特
に
愛
着

　
を
寄
せ
ら
れ
る
街
。

②
外
国
旅
行
中
、
特
に
印
象
の
深
か
っ
た

　
事
柄
。

③
外
国
を
廻
ら
れ
た
眼
か
ら
見
て
、

　
現
在
の
自
由
ケ
丘
の
衝
は
。
（
原
文
の
ま
吉

自
由
ご
丘
の
原
戻
を
知
る

文
化
衿
そ
の
５

~･蚕m-

商店街ＦＵＴＳＡＬ大会第１回華々しく開催！

　ＭＡＲ[ＳＣＯＳ ＢＯＯ ﾁｰﾑが優勝I

11月２６日(日)1時から緑ｹ丘小校庭に10ﾁｰﾑが参加して

●

●

●

●

●

●

●

㎜㎜㎜■㎜㎜㎜　7 －－rn=?¶Ⅳ¶－＝r－♂7r-－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

初のフットサル大会が聞かれた,白白が丘商店街振組レッツ浅山史郎部長は｢東京ヴェルデイ●

の賞品提供や､自由が丘サッカークラブの協力と緑ｹ丘小か場所を擾供して下さり､開催する：

事が出来ました.時れましたから頑張って試合をやりましょう｣とご挨拶｡Ａ･Ｂコートに分・

かれて対戦,応援側からは黄色い声援も上がり試合は賑やかに進行｡連続でゴールする名場面：

の多いチームに若しかして９と期待したが､優勝を欄ったのはＭＡＲｊＳＣＯＳ Ｂｏり

チームだった。

●

●

－ム瓦つ心　　　　　　　　　　　　　　●

フットサルとは､サッ万一の規嗅を縮小したもので会場もテニスコート分ほどで済む､体育：

館内でも手軽にサyカーが楽しめる競技で人気沸騰中，

／

ノ

1塁罰1冒●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　少年野球クラブ自由ケ丘ドジャース目黒区軟式野球連盟少年限殲

　１２月納会・卒団式於：緑ケ丘コミュニティセンター

奉

●

●

●

●

●

●

●

ﾀﾞ/“”｀
マスターズ会第53項(11月)成績表

鳳淋ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ(ﾊﾞｰﾌ幻天候晴

氏名 所属
７

ウ

イ

ノ

タ

□

ゝ

ン

一

乖

ツ

河合勉 魚畠

才Ta廣原 =ﾝ弓yり

山田・ｌ 白抑

小言俸－

・美備 'りわ-へ１

安屏与四飢 安塚商事

魚塁一失 さりしん

丹沢勇 嘉久寿司

１角勝 哭角蔦車

一同富・廸 ｉ同歯科

９月優勝の石井氏に続いて

河合勉氏も初優勝

　吋は打田廣康氏
　　　　　　　　　　　　河合勉氏

　自由が丘マスターｽﾞ会十一月の定例会は去る十一月一日図0

に千葉県市原市にある鳳淋ＣＣに23名か参加して行われた。

天候は晴、この時期にしては暖かくて多くの人々は息軸でプ

レーが出来る絶好のコンディシ５ン｡このコースは全体がr鳳

淋八景｣と称される回廊式日本庭園であり｢浮島Jr大滝｣｢石

庭｣r白糸の滝]など景観芙とゴルフとしての戦略性が見事に

同和した庭園コース｡フェアウェイは広いがグリーンがベンド

のワングリーン大きくて目かあるので難しい,バヅト勝負にな

りそうだ,アウト･インに別れてスタートしていった,前半好

スコアで廻ってきたのは詞合(-3)山田(-2.5)打田(-2)

　岩下(0)の各氏｡あとは「ドングリ｣でティショットで悩む

人､アブローチで苦しむ人､バターで考える人､それぞれで｢ゴ
　　　ぉ問合せE･mall: jdodgers＠q00.itscom.net　に｡-,｡。｡-よで広言二心塁諮こ二J

･置-●●●●●●・・●・・・・・・・・・・・●・・● :贋で初優勝を遂げた｡優辱ｽﾋﾟｰﾁで゛ｼｮｯﾄ･ﾊﾞｯﾄ共に良かったです｣と笑顛で話していた,2位には

　．．５、。　　　　　ネ宰老皆元百合子　:･゜7一5を知り尽くじ４打I氏が入叫狙山田氏であったヱ川名は前後半とも好調ﾏﾈｯﾄ60
あをぞら会

花柚子の伸びたる枝の垂るるまま実は地にふれて色づき初めり

山なみは薄ずみ色に連なりて空焦がすがに落日の燃ゆ

いく度も色変わりゆく酔芙蓉神秘ヽな世界にいささか酔ひぬ

自由か丘会館３Ｆにて

｀'回の開催日時：悩
6肖　、

主宰者安元百合子

徳､久節予

大木康于

：台でホールアウトした,今回のベストグロス貧は佐々木利加氏でブーピー寅は石井喜代一氏であった.成績は

：別表の通り・す,次回はl朗６日{水}府何ｃで開催の予定７す． 巨巨亘巨石

t゛）;叫{京浜八戸デ2毎月１回、短歌の集いを開催しております。

□月１４日（）午後２時より。田島美代子竃
Ｊ　

０３ － ３７２４－４５ｓ６
●

●

２月２０日（水）12 00～14､30 3、4コート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　費用500円当日のお凋合せ先公園管理事務所03-3j･21-6121

　　　　　　60　　｀　への　の。　ら知です,末筆でありますが､今後共皆様のご健焉を心よりお祈りして椚ます，

mふmmご告mご4ふmよmm昌ﾊﾞ訟九回混ご尽ぶ昌匹昌之沿路ご訴訟jm

60年という､私共にとって節目となる￥に外向riを残し､自銘房蝕か丘本店一広のろしくお頼いいたします，電話３７１７・０３６０(有)自由書房田中誠

運びとなりましたことを､ここにご報告させていただきます,本を愛し自由書剔こ足を運んで

くださった皆揉に心からの感謝の気持ちを込めてrありがとうございました』とお伝えいたし　　◆鮎川精一殿(当組合員･蝕が丘ﾃﾞﾊﾟｰﾄ会員･㈱丸忠｢咬代ﾝﾀｰ代表取締役社長}

回言言言三言京訃F

ち9ml二二二

匹ｍて㎜J四辺sL

ろまに仙･６
き03・3718・6321（代）

￥

｀｀一

ミセスファッシヨンの店

自由ケ丘１０１

ﾚｻﾞｰ･毛皮ｵｰﾀﾞｰ承りiす
拿店き3724・3922

学業大支ま酋3716・356S

自由が丘ひ〃リ街ｚ一a717・7628

　本紙広告募集中

お問合せは振組事務局へ

　a03･3717り5劇

　∂

一誠堂

堂s･跨訃･゛゛｀゛?とf゛町゛゜1°゛13“･1

↑
　光の花7-ﾙl-ヴi一

一誠堂美術館

tｻﾞｰﾑ自白がill 登3Fllﾔ¶Bs

新しい飛錨１

TC（高橋建設（ｓ）

自由が丘３－１０－２０ａ３７１８－８１□

ぞば蜀
朝

自由が丘!

自由が丘

旧 忌
駅if」しらかは通り

�３７１８・５５６６

-

オルゴールのJ苫 ﾄﾞﾚﾐ1
国産から輸入まで1000橿以上

1200～1900第1劃火暇毎水･定休

　自由哩QI｡2?で!Q2「
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第２３５号

資料ご提供のお願い

自座か丘商店街振興組合では恥周年記

念誌作成に向け資料を集めています．

写真、地図，Ｍ問等、昔の自由か丘

の街に係わる資料をご提供下さい、

事務局･谷恚まで肛EL033717aSI） nl函|
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Business＆Commerce

TEL03-3717-454t

FAX03-3717-4549
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Ｉスペッチオは､イタリア隠で｢91という意味だそうです，

振組・親睦旅行報告

]]月7日㈲､湯河原山翠楼に組合員91名が参

加して行われた淳井理事長から日ごろの活動への

感謝の挨拶､魚見相談役の乾杯の挨拶の後､字眼感

あふれる料理とお酒で大いに盛り上がった、

　舞台では宿の自慢･引き上げゆばの実演があり､目

ll

で楽しんだ後、

出来立てを頂く

贅沢な趣向で、

充分美味しさも

堪能した

オリエンテーション開催

_過去一年間に新しく振興
組合に加盟された方との交

流の会が､11月]7日〔金}

19:00～スプーンブレッド

で行われた。28入の新入組

合員さんに、執行部、事業

部､支部長が紹介され、その後自己紹介・お店のＰ

Ｒなど活発な交流が行われた。参加されたブライダ

ルサロンの主宰者もおられ､独身の方もいらして和

気該々の会だった，

　スイーツフオレスト３周年記念イベント

　はじめてのスイーツの汁ﾏﾊﾞｰｸとして超有名な帥が丘ｽｲｰﾂ

ﾌｫﾚｽﾄはH胆日の祝日に三周年を迎えてｲﾍﾞﾝﾄを開催，

　ﾋﾟﾙのｵｰﾅｰ剛一端長は､,｢ｵｰﾌﾟﾝ前財部こどうなることか

ｄいましたか､いろんな方のお力添えで誤年を迎えることが出来、

趙の気持ちで一杯です」

と挨拶,2階のｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽを埋め尽くしたﾌｫ

ﾚｽﾄﾌｧﾝ惣33諸様にXMASﾂﾘｰのｵｰ

ﾅﾒﾝﾄになる特製ｸｯｷｰをﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ,午後S

時半頃のﾂﾘｰ逗T式の群は､4ﾁｬﾝﾈj圀天

気予報のﾛｹを兼ねてﾗｲﾌﾞ中継された，

ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ●●ＩＩＩＩＩ鄙疆Ｉ●●ＩＩＳＩＩ僣ＩＩＩＩＩーＩ●畠Ｉ●ｌ・・席・・・・・Ｉ・・■・・寧・・ｓ・願Ｓ●ＩＩＩＩ・●一席・・�・・置・・■・�

　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ　　　　　　　　　　　ｌ
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ーアクセサリー販売

ii77riﾐ嶮ﾖΞ

　　　　　　　･y･りalri･nchの休みに準ずぺ
四ゆ一一

一興沢5-4?4

ﾊﾝﾄﾞﾒｲﾄﾞにてお客様に合ったｱｸｾｻﾘｰをお作り致します

a

圖
6芒二

：誓思想ﾆむ？凭懲きどひ弓懸茫茫
Ｉ、ビーズアクセサリーに使用する素材から完成品まで取り揃え；周辺住人や美容セレブからも支持されている開院10年余りの

ｌ　　　ｊ－　・　　　　　　　　ｊ　ｒ＝■－％ふ・－たお店です,スブレシそ(オーダーメイドアクセサリー)は､一・クリニックです｡ビタミン注射や点滴､こキビ･シミ治療､レ

｜　　　　＝八ｒ＝ｊ ｊｌｊｊｒ■■■　　♂･　　　　　　６よr ･U〃､-¬、〃＝.､.、jjよ⌒ﾐ|．･ａ-＝ｊ　．．･　===r=＝JM　　r　-¶J〃　■■J〃－J J S■〃%　　　　＝＝　＝rr■j　－r＝－〃S¶-:人一人に台ったアクセサリーか作れます｡バオロ･ボトーニオ・ザー脱毛やアンチヱイジング相談など幅広いメニューが揃っ

ｌリジナルビーズキットと完成品はお奨め７す･　：　ています.最近は薄毛治療の男性も増えているそうです，

い・・‥‥・・‥・‥‥‥‥‥‥‥‥;‥‥‥‥‥‥
：・ァ/ルル 鰻゛宍

-6竺四

阿一一愕然雙雙七万:箔乙,｡尚。

Ｆａｍｉｌｙで楽しめるＴシャツｓｈｏｐ

・婦人眼　　　　　　回白血が丘2-9-ld
ign707r●6戸¨¨

㎜鯉鰹憩懇談詣祀認‰,,,，

モノトーンにこだわったノンエイジブランド

　　Ｊ　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　㎜

Ｉ
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●

Ｓ

Ｉ

自

●

ｌ

ｌ

ｌ

エシャツセレみトショッブＬＡＵＨＤＲＹのユi一ライン。：サイズフリー､ノンエイジで､夏は涼しく冬暖かい着心ｔ看

ＷＯＲＬＤＰＥＡＣＥをテーマにＴシャツにメッセージを込Ｉ用シワが気にならないので旅行にお奨めのプリーツ.箸回し

め発信｡ＬＡからスボーティーなカジュアルブランドをＰＩ・のきくフォーマルウエアか広い店内に揃っています.

＝　＝－ふJ－■=ふ＝　　＝　　　＝－　Ｉ〃｜・ｊ－･－－－Ｐふ四　－ふj一一 ・:E回心ji辿店kT匹ｼ範扁ぞＥ
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S募R仙UごＵ　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

■■●■■■●■■■・●■●●ぞ●一一●一一一・■■■■■一声ｓａ●●●■●■■●■■■●●■●●●幽■・・■■・■■■㎜■■■㎜■■声●■■

ヨ・7ｸﾞIJ-゛゛ミ　･竺?雷,，

四Ｅご
一盾揃９９４ｒ¨

_______＿＿

ハイグレードな半貴石ビーズ専門店

他店ではなかなか見られない高品質な半貴石か多く､ジュエ

リー作家御用達のお店として人気です.一粒から購入できる

ので趣味でアクセサリーを作っている手作り派の人にもお奨

めです｡サイズ直し､修理､糸替えなどにも対応しています.

■●・■■・■■■■■■■■■・■■■■・■■・■■■■■

・飲食店 ｌ白白が丘2-14-9

・●S11∃Q~IMU1710～MO

　IR－¶rna ･jin『iFi㎜≧zr･,，

訟こ|肥M72s6771.　　□毎週水辺日
　　　･4Jd･･.も刄゛1 4゛･,4へ･y
常に笑顔と威勢のよい接客

お店のお奨めは､麺が見えなくなるほどの井いっぱいのチャー

シューメンです,味噌ラーメン|£ビリッと辛くクリーミーなスー

プか卸こなる芙味しさです｡麺の硬さ､スープの油こく､味こくは好

みのご,i文に応じてもらえます。
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年令を問わず､女性誰もが自然体で着られる服　１

コットンリネンなどの天然素材を使いヽ素材感で着心地を大：
－　　－　㎜　　d〃/|〃い心7//ゝj¶¶jlllj -|九yゝ-JjrWゝ｢四｢-゛･-/ゝ

り飽言頁

,
慧ごだｍ乞だ懸か鏝:

伝統的なヨーロッパの手作りブレッド

ヨーロッパタイプのライ麦や天然酵母を使用した商品をはじ

め､食バンや菓子バン､サンドイッチなど約100種類の商品が
－－-－－一‥‥‥-・一Ｉまれ変わるものに価ａ観をもち､ただ可愛いだけでないスタ；揃ヮています,焼きたてのバンを２階にあるイートインス

・イルの提案をしています｡盾心地のよさを実感できます，Ｉペースでドリンクと共に召し上がることがてきます。
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フィレンツエの有名リネンショップがオープン

：・飲食業 回自由が丘1一7-IS

：ｍヨご天、ｓ
：沓護鰹朧朧瞭謐□7L－。
：本場の味を再現した異闘緒あふれる空間をお楽しみ下さい

：ィタリァのりん八八ぷt削ﾌﾟ彩ダィ}・ｼ好袖む・自白のｆ－ブルヽ椅子~食器はベトナムから仕入れ､味も本格

Ｉのお店｡伝統荊な手法･高級な素材で織り上げられたｌ品は~使い込：り7t慾女t馳こ人ｒも~ペビヤーのむ客様も気軽に入れＩのお店｡伝統荊な手法･高級な素材で織り上げられたｌ品は､使い込；

＝φ､41｢●」･|||･9逗同ふr一心／ａ瞬ゝ　φ･4ふ－－ｌむほどに馴染み､世界中に多くのフフンを持ちます．
るお店です｡店名のbu仰向,mはr蝶Jの意味で､ベトナムで

　　－　－
●tjl・CL-￥lgり､巴fltに夕Ｘりノア／ｔ何りふ9.　1　w￥=s-≒/esw－゛/““v･~￥￥1-〃j゛/心｢-ゝ

：イタリアならではの色遺いで柄を越え自白に組合わせられます．　！　蝶々は幸せを逼ぶ虫といわれているそうです。

石紙配合率100%再生紙を使用しています。




